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大豊町の間伐事業実施地

視
察
日
　
２
月
６
日
〜
７
日

視
察
先
　
高
知
県
大
豊
町

　
　
　
　
高
知
市
（
旧
土
佐
山
村
）

目
　
的
　
団
地
化
と
低
コ
ス
ト
林
業

の
推
進
の
「
（株）
と
さ
れ
い
ほ
く
」
と

完
全
制
御
型
植
物
工
場
「
夢
フ
ァ
ー

ム
土
佐
山
」
を
視
察

大
豊
町

　
大
豊
町
は
高
知
県
の
東
北
端
に
位

置
し
、
総
面
積
３
１
４．
９
４
km
を
有

し
、
標
高
２
０
０
ｍ
か
ら
１
４
０
０

ｍ
の
隆
起
し
た
急
峻
な
山
岳
地
帯
で
、

平
坦
地
は
殆
ど
な
く
、
耕
地
は
総
面

積
の
１.２
％
に
過
ぎ
ず
、
棚
田
・
傾
斜

畑
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
人
口
５，

４
７
８
人
、
高
齢
化
率
５１.１
％
の
町
で

あ
る
。

　
林
業
の
再
生
を
目
指
し
て
豊
か
な

森
林
創
造
・
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
推

進
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
を
目

標
に
間
伐
を
推
進
し
て
い
る
「
株
式

会
社
と
さ
れ
い
ほ
く
」
の
企
業
理
念

や
間
伐
の
基
本
的
な
考
え
方
等
に
つ

い
て
現
地
視
察
し
た
。

　
林
業
収
益
の
山
元
還
元
の
理
念
は
、

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

や
間
伐
材
の
販
売
努
力
に
よ
る
森
林

所
有
者
へ
の
間
伐
収
益
の
還
元
と
そ

の
還
元
額
の
増
大
に
努
力
さ
れ
て
い

た
。
還
元
額
は
ha
当
た
り
約
４０
万
円

で
あ
っ
た
。
車
両
系
の
間
伐
シ
ス
テ

ム
は
地
す
べ
り
や
山
の
荒
廃
に
な
り

や
す
い
た
め
、
急
斜
面
の
山
は
Ｈ
型

架
線
（
四
胴
集
材
機
）
で
作
業
す
る

こ
と
を
力
説
さ
れ
て
い
た
。

土
佐
山
村
（
平
成
１７
年
に
高
知
市

と
合
併
）

　
夢
フ
ァ
ー
ム
土
佐
山
植
物
工
場
は
、

新
規
就
農
者
で
運
営
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
の
密
閉
・
完
全
人
工
照
明

型
の
植
物
工
場
で
中
山
間
地
域
で
の

若
者
の
就
労
創
出
と
２１
世
紀
を
展
望

し
た
農
業
シ
ス
テ
ム
の
可
能
に
挑
戦

し
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
自
動
化
・

省
力
化
さ
れ
た
密
閉
施
設
の
中
で
、

三
角
パ
ネ
ル
と
噴
霧
水
耕
を
使
い
人

工
照
明
で
効
率
的
に
野
菜
を
生
産
す

る
ハ
イ
テ
ク
農
業
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
計
画
的
な
周
年
出
荷
に
よ
り
安

定
し
た
収
入
の
確
保
と
労
働
時
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
、
消
費
者
に
は
無
農

薬
・
無
菌
の
安
全
な
野
菜
が
、
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
て
供
給
で
き

る
。
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